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北海道 ○ 北海道肝炎医療コーディネーター 417 152 ○
コーディネーターを二次医療圏に設置
する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 北海道保健福祉部長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

青森県 ○ 青森県肝炎医療コーディネーター 81 37 ○
肝炎医療コーディネーター設置医療機関割
合（肝疾患診療連携拠点病院及び専門医
療機関）を100%にする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩手県 ○ 肝炎医療コーディネーター ○ 295 28 ○ 県内全市町村に配置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮城県 ○ 宮城県肝炎医療コーディネーター 217 83 ○ R1～5年度の間に500名 ○
県・仙台市の保健所　14ヶ所（100％）
指定医療機関　23ヶ所（100％）
市町村　 28ヶ所（80％）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会，弁護士等

秋田県 ○ 秋田県肝炎医療コーディネーター 283 43 ○ 300人養成する ○ ○ ○ ○ ○ 肝炎訴訟について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会会員

山形県 ○ 山形県肝炎医療コーディネーター 128 33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島県 ○ 肝炎医療コーディネーター 255 63 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城県 ○ 茨城県肝炎医療コーディネーター 605 96 ○
全ての市町村、保健所、肝疾患専門医療
機関へ配置

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○
要件を満たす者は
自動更新

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 診療放射線技師等

栃木県 ○ 栃木県肝疾患コーディネーター 545 141 ○
県内の肝疾患専門医療機関におけるコー
ディネーターの配置率80％

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
都道府県知事名及び栃木県肝
疾患診療連携拠点病院名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県 ○ 群馬県肝援医療コーディネーター 745 43 ○ 県内全市町村・保健所に設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者、患者家族

埼玉県 ○

・埼玉県肝炎医療コーディネーター
  （以下「医療Co」）
・埼玉県肝炎地域コーディネーター
  （以下「地域Co」）

医療Co703
人、地域
Co141人

医療Co87
人、地域
Co75人

○
肝疾患診療連携拠点病院・地区拠点病院
における医療Co配置率をR3年度までに
100%にする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会会員

千葉県 ○ 千葉県肝炎医療コーディネーター 785 117 ○
コーディネーター研修会を年度に2回以
上開催する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者団体、社会保険労務士

東京都 ○ 東京都肝疾患職域コーディネーター 316 62 ○

ウイルス性肝炎や肝炎対策について
の知識を持ち、肝炎ウイルス検査で陽
性となった従業員や肝疾患を有する従
業員の就労と治療を両立するための相
談や支援（サポート）を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第一種衛生管理者、産業カウ
ンセラー

神奈川県 ○ かながわ肝疾患コーディネーター 353 75 ○ 令和4年度までに500人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3年（令和2年度に更新予定） ○ 更新方法検討中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者

新潟県 ○ 肝炎医療コーディネーター 623 123 ○
全ての市町村、保健所、肝疾患診療連
携拠点病院・肝疾患診療協力病院で
肝炎医療コーディネーターを養成

○
全ての市町村、保健所、肝疾患診療連携
拠点病院・肝疾患診療協力病院で肝炎医
療コーディネーターを養成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新潟県福祉保健部長と拠点病
院長の連名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富山県 ○ 富山県肝炎医療コーディネーター 304 39 ○ 各所属において増加する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 富山県厚生部健康課長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 放射線技師

石川県 ○ 石川県肝炎医療コーディネーター 251 38 ○
専門医療機関、保健所、市町に１名以上配
置

○ ○ ○ ○ ○ ○
患者講義、グループワー
ク

○ ○ 研修の終了及び活動への同意。 ○ ○ 課長名 ○ １年 ○ 所属状況の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福井県 ○ 福井県肝炎医療コーディネーター 342 71 ○ 50人養成する ○
市町、保健所、肝疾患専門医療機関に配
置する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨県 ○ 肝疾患コーディネーター ○ 414 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者ケア ○ ○ ○ ○ ○ ○ 修了証は拠点病院の院長名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
製薬メーカー職員、社会保険
労務士、弁護士

長野県 ○ 長野県肝炎医療コーディネーター 108 13 ○ ○ ○ ○ ○ 肝疾患に関する事項 ○ ○ ○ ○ ○ ３年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会等

岐阜県 ○ 岐阜県肝炎医療コーディネーター 213 17 ○ 150人以上（R7年度） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
養成研修の修了かつ所属機関の長
が適正と認めた場合

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 理学療法士、作業療法士

静岡県 ○ 静岡県肝炎医療コーディネーター 219 93 ○
活動できるコーディネーターを100人以
上養成し、維持する

○
県内全ての県・地域肝疾患診療連携拠点
病院、保健所及び市町の肝炎対策担当部
署にコーディネーターが１人以上配置される

○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者団体の活動 ○ ○
研修の修了及び本人からの申請（研
修は修了したがその後申請がない場
合がある）

○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛知県 ○ 愛知県肝炎医療コーディネーター 482 178 ○ 研修会の年1回開催 ○ 県内全市町村に各１名以上配置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三重県 ○ 肝炎コーディネーター ○ 174 0 ○ 肝疾患専門医療機関に1名以上在籍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 医療対策局長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 医療系の民間企業職員

滋賀県 ○ 滋賀県肝炎医療コーディネーター 207 100 ○ 令和４年度までに５００人養成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会、介護タクシー

京都府 ○ 京都府肝炎コーディネーター 128 128 ○ 2023年度までに400人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定を受けた日の属する年度の
年度末から起算して３年後まで

○
まだ検討していな
い

○ ○ ○ ○ ○

大阪府 ○ 大阪府肝炎医療コーディネーター 372 196 ○
肝疾患診療連携拠点病院、肝炎専門医療
機関、府保健所及び肝炎対策担当部署
は、府コーディネーターを１名以上配置

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

兵庫県 ○ 兵庫県肝炎医療コーディネーター 907 159 ○ 各専門医療機関への1名以上の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
肝炎患者支援手帳の活
用方法

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会

奈良県 ○ 奈良県肝炎医療コーディネーター 303 50 ○ 全市町村に養成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 他府県の先進事例 ○ ○ ○ ○
奈良県福祉医療部医療政策局
長名・奈良県肝疾患相談セン
ター長連名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和歌山県 ○ 和歌山県肝炎コーディネーター 184 83 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥取県 ○ 肝炎医療コーディネーター 125 46 ○
平成３０年度から令和５年度までに１５
０人養成する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会代表

島根県 ○ 島根県肝炎医療コーディネーター 219 54 ○
令和2年10月までに肝疾患診療連携拠点
病院及び肝炎等精密検査実施医療機関各
施設に1名以上配置する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡山県 ○ 地域肝炎対策サポーター 360 26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広島県 ○ ひろしま肝疾患コーディネーター 1,426 119 ○ 200名程度 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウイルス性肝炎に関する
疫学，肝疾患患者に対す
る相談対応

○ ○ ○ ○ ○ 5年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公認心理師，理学療法士，栄
養士，弁護士，企業（健康管理
担当除く），患者

山口県 ○ 山口県肝疾患コーディネーター 654 95 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者講義 ○ ○ ○ ○ ○
認定証と受講者証を発行して
いるが、受講者証は拠点病院
と県の連名

○ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 理学療法士、作業療法士

徳島県 ○ 徳島県肝炎医療コーディネーター 459 38 ○
人数：200人
対象：医師・看護師以外の医療従事者
にも職種を広げる

○ 専門医療機関全てに配置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会

香川県 ○ 香川県肝炎医療コーディネーター 354 37 ○
肝炎医療コーディネーターを令和3年度
までに300人養成する

○ ○ ○ ○ ○

研修（講演・グループワーク）の受講
を認定要件としており、研修の終了
後に試験を実施しているが、試験の
結果は認定可否に影響しない

○ ○ 香川県健康福祉部長名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛媛県 ○ 愛媛県肝炎医療コーディネーター 307 75 ○ 令和３年度までに300人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 習熟度テストを実施 ○ ○ 保健福祉部長 ○ ３～５年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民間医療系大学教員（看護
師）

高知県 ○ 肝炎コーディネーター 320 19 ○ 各事業所に１名以上配置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県 ○ 福岡県肝炎医療コーディネーター 1,178 225 ○
平成30年から令和5年までの6年間で
900人養成

○ ○ ○ ○ ○ ○ 研修及びレポート提出 ○ ○ ○

初認定時から翌年度末までを認
定期間とし、更新以降は永年とな
るが、5年間に最低一回のセミ
ナー受講が望ましいとしている

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐賀県 ○ 肝炎医療コーディネーター 1,368 137 ○
地区や所属において偏りなく養成し、
肝疾患対策の推進、医療の均てん化
を目指す

○ ○ ○ ○ ○ ○
患者団体の講話、動機づ
け支援、両立支援

○ ○
学生は肝Coジュニアとして
修了証書を渡し、卒業後
の申請により認定する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マスメディア関係、患者会、製
薬会社、社会保険労務士、助
産師等

長崎県 ○ 長崎肝炎コーディネーター 185 32 ○
肝炎対策に係る計画の施策の方向性
に養成を行うことを明記

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長崎県福祉保健部長・長崎県
肝疾患相談支援センター長

○ 3年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者（東京肝臓友の会）

熊本県 ○ 熊本県肝疾患コーディネーター 527 76 ○ 総数＋10％、活用4回以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 医療系の民間関係職員

大分県 ○ 肝炎医療コーディネーター 373 52 ○
県内の全ての肝疾患診療連携拠点病院、
肝疾患協力医療機関並びに保健所及び市
町村の肝炎対策担当部署

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
元患者、理学療法士、準看護
師

宮崎県 ○ 肝炎医療コーディネーター 586 30 ○
すべての肝疾患専門・協力医療機関、市町
村、保健所に１人以上配置

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 宮崎県健康増進課長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ MR、医薬品の卸売業者

鹿児島県 ○ 鹿児島県肝炎医療コーディネーター 268 68 ○

県内の全ての肝疾患診療連携拠点病医
院，肝疾患に関する専門医療機関並びに
保健所及び市町村の肝炎対策担当部署に
配置

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 研修受講の翌年度開始日から2年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

沖縄県 ○ 沖縄県地域肝炎治療コーディネーター 240 38 ○

県民への肝炎医療に関する普及啓
発、患者やその家族への情報提供な
どの支援に活用することにより、肝硬
変や肝がんへの移行を予防する。

○

肝疾患診療連携拠点病院、肝疾患に関す
る専門医療機関等の医療機関及び健診機
関、保健所及び市町村の肝炎対策担当部
署、薬局、社会福祉関係事業所、民間企業
や団体、医療保険者等に配置する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 患者会代表

計 47 3 20,049 3,620 25 22 7 43 47 45 38 36 10 37 11 1 22 20 0 6 47 0 0 36 13 23 24 4 16 0 4 36 13 47 46 27 43 32 5 6 42 38 36 19 41 37 4 28 6 26

コーディネーター関係
コーディネーターの養成 コーディネーター数 養成、配置目標 養成研修内容 認定等の種類 認定等の方法 認定証等の発行 認定証等の交付名義 認定の更新 職種
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肝炎対策に関する調査（Ⅴ）　施策等
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計
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○ 3 1 ○ 44 1 ○ 1 ○ 23 26 1 ○ 13 179 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 不明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 5 ○ 10 3 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,000 ○ ○ ○

○ 1 4 ○ 7 4 ○ 1 ○ 1 9 4 ○ 33 33 4 ○ 4 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 名札に使用できる認定証を配布 ○ ○ 1,500 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 1 ○ 15 1 ○ 1 ○ 7 9 1 ○ 7 35 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7,700 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 2 1 ○ 17 1 ○ 1 ○ 8 8 1 ○ 20 25 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○
知識習得のための情報提供をし
ている

○ ○ 予算をとっていないため

○ 1 1 ○ 17 1 ○ 5 5 4 ○ 8 34 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特に無し（手帳の作成が必要との判断に至ってい
ない）

○ 1 4 ○ 18 1 ○ 1 ○ 6 6 4 ○ 20 59 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スキルアップ修了シールを配布し
ている

○ ○ 12,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 2 5 ○ 26 1 ○ 1 ○ 9 9 1 ○ 30 44 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
拠点病院へ実施を委
託している

○ ○ ○ ○ 20,399 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 2 5 ○ 35 1 ○ 9 9 4 ○ 13 25 4 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14,500 ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 1 ○ 24 1 ○ 1 ○ 10 10 1 ○ 27 35 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 患者、患者家族 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 1 ○ 97 5 ○ 1 ○ 5 13 1 ○ 20 63 5 ○ 1 ○ 4 ○ 3 ○ 3 ○

令和元年度に行った、コーディネーターの更新
のための研修会参加者に対して行ったアンケー
トから、活動状況を回答。当該研修会の受講者
がいない所属場所については、「活動状況を把
握していない」と回答。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
定期検査費用助成の診断書の代わり
となる様式

○ 1 5 ○ 18 5 ○ 4 ○ 13 13 4 ○ 49 54 5 ○ 4 ○ 4 ○ 3 ○ 患者団体、社会保険労務士 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
拠点病院関係者が講
演や進行役の役割を
担っている。

○ ○ ○ ○ ○ 21,100 ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ型・Ｃ型肝炎訴訟の給付金について

○ 4 ○
講師に患者支援団
体の職員の方がい
る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
HB　230,500部
HC　245,500部

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 4 4 ○ 4 4 ○ 4 ○ 2 33 4 ○ 4 ○ 4 ○ 全国B型肝炎訴訟東京原告団神奈川支部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 4 ○ 27 1 ○ 1 ○ 12 12 1 ○ 18 30 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7,350 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 2 4 ○ 14 1 ○ 1 ○ 8 8 4 ○ 13 15 4 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3,430 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 5 ○ 19 5 ○ 5 ○ 4 4 5 ○ 19 19 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 活動支援研修会の実施 ○ ○
石川県肝炎診療連携が整っており、肝炎患者に
対してもリーフレット等により、情報提供及び啓発
活動を行っているため。

○ 1 5 ○ 20 5 ○ 4 ○ 6 6 5 ○ 17 17 5 ○ 4 ○ 5 ○ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
HP等でも情報提供しており、必要性を感じないた
め

○ 1 4 ○ 10 3 ○ 4 ○ 4 4 4 ○ 18 27 4 ○ 4 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定カードを作成 ○ ○ 更新作業困難なため

○ 1 3 ○ 15 3 ○ 2 77 3 ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
県単事業の医療費助成実施により患者支援を実
施しているため

○ 1 5 ○ 14 4 ○ 4 ○ 7 8 4 ○ 11 42 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
拠点病院で作成していたため県の作成実績なし。
なお、昨年度も作成実績はない

○ 2 1 ○ 24 1 ○ 1 ○ 4 7 1 ○ 14 35 1 ○ 1 ○ 1 ○ 患者団体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17,589 ○ ○ ○ ○
検査スケジュール、肝炎・肝硬変の治
療方針

○ 4 4 ○ 50 1 ○ 1 ○ 5 12 1 ○ 40 54 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 1 ○ 1 1 ○ 1 ○ 7 8 1 ○ 11 29 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 医師の負担が増えるため。

○ 2 1 ○ 11 1 ○ 1 ○ 5 7 1 ○ 1 19 1 ○ 1 ○ 1 ○ 患者会、介護タクシー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5,191 ○ ○ ○ ○
訴訟(給付金対象者)について、肝炎相
談窓口

○ 2 5 ○ 29 1 ○ 1 ○ 5 7 5 ○ 11 26 5 ○ 1 ○ 5 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 5 1 ○ 123 1 ○ 1 ○ 10 10 1 ○ 30 43 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26,500 ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 1 ○ 40 1 ○ 1 ○ 13 13 1 ○ 39 41 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 患者会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デジタルデータ
の共有を図り、
各自印刷の方
法をとっている
ため、不明

○ ○ ○ ○ ○ ○
各治療方法・薬剤耐性等の専門知識
について説明

○ 1 5 ○ 16 4 ○ 1 ○ 4 4 4 ○ 27 39 1 ○ 5 ○ 栄養士会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本肝臓学会の研修
として拠点病院が実施

○ ○ ○ ○ 4,050 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 肝疾患相談センターの案内

○ 2 4 ○ 15 4 ○ 4 ○ 3 8 4 ○ 10 30 4 ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 拠点病院が実施 ○ ○
コーディネーターのメーリングリス
トを作成

○ ○
ウイルス検査や医療費助成制度について、各種
案内リーフレットを個別に作成・配布しているため

○ 1 4 ○ 8 1 ○ 1 ○ 2 2 4 ○ 19 19 4 ○ 1 ○ 患者会代表 ○ ○ ○ ○ ○

翌年度以降の肝炎医
療コーディネーター養
成研修への参加も可
能としている

○ ○ ○ ○ ○ 予算計上されていない

○ 1 5 ○ 21 4 ○ 1 ○ 7 7 4 ○ 13 19 1 ○ 1 ○ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4,000 ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 1 ○ 53 1 ○ 1 ○ 8 9 1 ○ 19 27 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 2 5 ○ 79 5 ○ 1 ○ 7 7 5 ○ 23 23 5 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 5 ○ 刑務所，弁護団，患者会，町内会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
拠点病院が実施して
いる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

肝臓の働き，肝がんについて，障害年
金・身体障害者手帳について，各種相
談窓口，検査・受診状況の記録欄，肝
疾患患者フォローアップシステムにつ
いて

○ 1 5 ○ 29 5 ○ 5 ○ 7 8 3 ○ 5 19 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 保険者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20,000 ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 5 ○ 23 4 ○ 4 ○ 6 6 4 ○ 16 24 3 ○ 3 ○ 3 ○ 3 ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
肝疾患診療連携拠点病院が作成している同等の
ものがあるため

○ 2 5 ○ 18 1 ○ 1 ○ 4 4 4 ○ 15 17 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7,010 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 5 ○ 13 5 ○ 5 ○ 7 7 5 ○ 11 20 5 ○ 5 ○ 5 ○ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
費用対効果を含めて手帳の内容について、肝疾
患診療相談センターとも協議し、検討しているとこ
ろである。

○ 1 5 ○ 41 1 ○ 1 ○ 5 5 5 ○ 27 34 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,000 ○ ○ ○

○ 1 1 ○ 57 1 ○ 1 ○ 2 9 1 ○ 11 60 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 福祉大学生、患者団体 ○ ○ ○ ○ ○ ○
拠点病院に委託して
行っている

○ ○ ○ ○ ○ 88,210 ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 5 ○ 8 5 ○ 4 ○ 5 5 5 ○ 20 20 5 ○ 4 ○ 4 ○ 4 ○ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 活動内容は把握していない ○ ○ ○ ○ ○ ○ ニーズに応じて対応を検討予定

○ 1 1 ○ 不明 1 ○ 1 ○ 6 10 1 ○ 7 45 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コーディネーター在籍を示すポス
ターを配布

○ ○ 2,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 5 ○ 13 4 ○ 1 ○ 7 9 4 ○ 7 18 4 ○ 1 ○ 1 ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,000 ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 2 ○ 29 4 ○ 4 ○ 8 8 4 ○ 14 26 4 ○ 1 ○ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コーディネーター所属医療機関の
リスト作成

○ ○ 予算上の問題

○ 1 4 ○ 13 4 ○ 4 ○ 8 13 4 ○ 9 43 4 ○ 4 ○ 4 ○ 4 ○ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 1 5 ○ 13 4 ○ 4 ○ 6 6 4 ○ 16 41 4 ○ 4 ○ 4 0 ○ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予算上の都合にて

45 45 42 42 44 29 31 16 34 13 23 14 3 17 36 11 0 37 14 8 36 18 14 1 5 25 4 5 6 22 12 28 28 3 9 2 45 0 32 15 30 25 29 28 28 28 7 7

支援手帳の内容認定者名簿 技能向上 技能向上　研修内容 技能向上　研修実施方法 支援 段階制認定患者の参画
コーディネーター関係 肝炎患者支援手帳について

コーディネーターの所属場所と活動度合 作成、配布について
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